
年度　授業計画（シラバス）

30 (2) 時間(単位)

前期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

各コマに

おける

授業予定

治療法(整復法）Ｃ脱臼の整復法　Ｄ徒手整復の確認と配慮

Ｅ軟部組織損傷の初回処置

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

固定法の基礎を理論的に理解する

各コマに

おける

授業予定

治療法(固定法）Ａ固定施行時の配慮　Ｂ固定後の配慮

2020

専門分野 授業の方法 講義

授業時数(単位数)必修

教科書に沿って本読み・医療用語学習

定期試験１００%

第

4

回

使用教材

柔道整復師学理

論編改定版６版

授業以外での準備学習

の具体的な内容

授業範囲本読み予習復習

第

5

回

第

2

回

柔道整復師学理

論編改定版６版

オリジナル資料

授業範囲本読み予習復習

第

3

回

柔道整復師学理

論編改定版６版

オリジナル資料

授業範囲本読み予習復習

内　　　容

患者との接し方や診察の進め方を理解する
授業を

通じての

到達目標

各コマに

おける

授業予定

柔道整復師学理

論編改定版６版

オリジナル資料

授業範囲本読み予習復習

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

整復操作や処置の基礎を理論的に理解する

科  目  名

柔道整復スポーツトレーナー学科

柔道整復学・総論Ⅱ

科　目　区　分

柔道整復師学理論編　改定版６版　柔道整復理論実技書改定2版

柔道整復師の業務は、接骨院・病院・介護施設・スポーツ現場と多岐にわたります。業務の基礎である「診察・治療・予防」を臨床現場を

想定しなあら理論的に学び今後の学習にどのように応用活用できるか考える。

学期及び曜時限

学        科

対 象 学 年

必修/選択の別

1年生 教室名

柔道整復総論は専科科目であり　国家試験や柔道整復師業務において重要科目である

担 当 教 員 井上　晃一
実務経験と

その関連資格
接骨院開業経験　柔道整復師免許　柔道整復師専科教員資格

柔道整復師学理

論編改定版６版

オリジナル資料

授業範囲本読み予習復習

診察

Ａ治療時の注意点　Ｂ診察の手順の概説　Ｃ診察の時期による分類

授業の

方法

第

1

回

講

義

形

式

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

治療計画の作成を学び施術録の重要性を理解する

各コマに

おける

授業予定

診察

Ｄ治療計画の作成　Ｅ施術録の扱いと記載

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

整復操作の基礎を理論的に理解する

各コマに

おける

授業予定

治療法(整復法）

Ａ徒手整復時の配慮　Ｂ骨折の整復法



第

14

回

柔道整復師学理

論編改定版６版

オリジナル資料

授業範囲本読み予習復習

第

12

回

柔道整復師学理

論編改定版６版

オリジナル資料

授業範囲本読み予習復習

第

13

回

柔道整復師学理

論編改定版６版

オリジナル資料

授業範囲本読み予習復習

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

予防の手順理解する

第

10

回

柔道整復師学理

論編改定版６版

オリジナル資料

授業範囲本読み予習復習

第

11

回

柔道整復師学理

論編改定版６版

オリジナル資料

授業範囲本読み予習復習

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

患者との接し方を再復習し環境の把握を理解する

各コマに

おける

授業予定

治療法(指導管理）Ａ患者とその環境の把握

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

患者環境に応じた管理を理解する

各コマに

おける

授業予定

治療法（指導管理）Ｂ患者の環境に対する指導管理

Ｃ自己管理に対する指導

第

8

回

柔道整復師学理

論編改定版６版

オリジナル資料

授業範囲本読み予習復習

第

9

回

柔道整復師学理

論編改定版６版

オリジナル資料

授業範囲本読み予習復習

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

運動の種類、方法を理解する

各コマに

おける

授業予定

治療法(後療）Ｄ運動療法

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

運動の種類、方法を理解する

各コマに

おける

授業予定

治療法(後療）Ｄ運動療法

柔道整復師学理

論編改定版６版

オリジナル資料

授業範囲本読み予習復習

治療法(後療）Ａ用量　Ｂ患者の準備　Ｃ手技療法

授業範囲本読み予習復習

第

6

回

第

7

回

使用教材
授業以外での準備学習

の具体的な内容

第

15

回

柔道整復師学理

論編改定版６版

オリジナル資料

授業範囲本読み予習復習

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

手技の種類や適応を理解する

各コマに

おける

授業予定

柔道整復師学理

論編改定版６版

オリジナル資料

授業の

方法
内　　　容

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

固定法の基礎を理論的に理解する

各コマに

おける

授業予定

治療法(固定法）Ｂ固定後の配慮

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

再復習をおこない疑問点などを解消する

各コマに

おける

授業予定

授業総復習

各コマに

おける

授業予定

外傷予防(第一予防）Ａ運動機能向上と教育活動①②

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

予防について理解する

各コマに

おける

授業予定

外傷予防(第一予防）Ａ運動機能向上と教育活動③④

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

予防内容を理解する

各コマに

おける

授業予定

外傷予防（第二予防）初期発見・早期知慮　（第三予防）


